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岐阜県老人保健施設協会 研修
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チーム力アップと業務改善
■第２回：業務の標準化・リスクマネジメント
個別ケアの推進と職員教育の具体策

天晴れ介護サービス総合教育研究所 株式会社
代表取締役 榊原 宏昌
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講師プロフィール
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昭和52年、愛知県生まれ 介護福祉士、介護支援専門員
京都大学経済学部卒業後、平成12年、特別養護老人ホームに介護職として勤務
社会福祉法人、医療法人にて、生活相談員、グループホーム、居宅ケアマネジャー、
有料老人ホーム、小規模多機能等の管理者、新規開設、法人本部の仕事に携わる
15年間の現場経験を経て、平成27年4月「介護現場をよくする研究・活動」を目的として独立

著書、雑誌連載多数。講演、コンサルティングは年間300回を超える
4児の父、趣味はクラシック音楽
ブログ、facebookはほぼ毎日更新中、日刊・週刊のメールマガジンを配信
Zoomセミナー、動画講座、YouTubeでも配信中、13年目になる「介護の読書会」主催
天晴れ介護サービス総合教育研究所 https://www.appare-kaigo.com/ 「天晴れ介護」で検索

■HMS介護事業コンサルタント ■ＣーＭＡＳ介護事業経営研究会スペシャリスト
■全国有料老人ホーム協会 研修委員 ■日本福祉大学 社会福祉総合研修センター 兼任講師
■稲沢市介護保険事業計画策定委員会、地域包括支援ｾﾝﾀｰ運営協議会、地域密着型ｻｰﾋﾞｽ運営委員会委員
■出版実績：日総研出版、中央法規出版、ナツメ社、メディカ出版、その他多数
■平成20年第21回ＧＥヘルスケア・エッセイ大賞にてアーリー・ヘルス賞を受賞
■榊原宏昌メールアドレス sakakibara1024@gmail.com
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介護現場をよくする研究・活動
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➢facebook、ブログ等を毎日更新、情報発信
➢天晴れ介護サービス総合教育研究所YouTubeチャンネル 週１〜２回動画配信
➢メルマガ（日刊：介護の名言、週刊：介護現場をよくする研究＆活動通信）
➢以上の情報はHP（「天晴れ介護」で検索）よりどうぞ
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介護現場をよくする研究・活動
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■よい介護職はいても、よい介護現場はなかなかない……

・１人１人がよくなるだけでは、うまくいかない

・チーム、組織、目標、計画、ルール
リーダーシップ、コミュニケーションなどが必要

・「介護現場」をよくすることで
利用者はもちろん、職員も幸せになれる！

・人と人とがお互いに学び合い
気持ちよく支え合える社会づくり
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天晴れ介護サービス「ACGs」！
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著書・雑誌連載

6



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

チーム力アップと業務改善（全4回）

岐阜県老人保健施設協会 研修
チーム力アップと業務改善（全4回）
10時〜15時（４H）
※第3回の9月のみ11時〜16時
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チーム力アップと業務改善（全4回）

介護保険のサービスの中でも、老健ほど多職種連携が実施できるサービス
種別はありません。医師をはじめ、看護、リハビリ職、栄養士、ケアマ
ネジャー、相談員、介護職など、多くの職種が一つの事業所の中で働い
ています。

そのため、多職種間の役割分担や相互理解も含めたチームワークの力が求
められます。また、業務も多岐に渡るため、ケアを円滑に行うための業
務の見直しも継続的に行う必要があるでしょう。

本講座は、老健の現場で働く多職種の皆さん、そしてリーダーを対象に、
チーム力アップと業務改善をテーマに4回シリーズで行います。

本テーマの基礎知識の習得とともに、自施設の見直しや、他施設の取り組
みを知る機会として、ぜひご参加下さいませ。
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チーム力アップと業務改善（全4回）

第１回 7月19日（水）
チームワーク強化と接遇・マナー向上、不適切ケア防止の具体策
●チームワーク強化とは
●虐待とは何か／●不適切ケアとは何か／●尊厳とは何か
●利用者からの暴力について／●身体拘束防止の考え方と具体策
●接遇・マナーについて

第２回 8月24日（木）
業務の標準化・リスクマネジメント
個別ケアの推進と職員教育の具体策
●前回の復習・Q&A／●業務の標準化について
●個別ケアについて／●職員育成・成⻑の具体策
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チーム力アップと業務改善（全4回）

第３回 9月15日（金）
チームケアと多職種連携、家族・地域連携の具体策
●前回の復習・Q&A／●チームケア・会議・コミュニケーション
●多職種連携、役割分担／●家族・地域との連携

第４回 10月18日（水）
ケアの見直しと業務改善、職員のモチベーションアップの具体策
●前回の復習・Q&A／●老健におけるケアのあり方と業務改善
●職員のモチベーションアップの具体策
●継続的な学習の重要性とその効果
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内容本日の内容

■業務の標準化・リスクマネジメント
個別ケアの推進と職員教育の具体策

・前回の復習・Q&A
・業務の標準化について
・個別ケアについて
・職員育成・成⻑の具体策
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チームワークの強化に必要なもの
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リーダーシップとは？
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■起こっていることに責任を持つ（自責）
自分ができることを考え、実行する（主体性）

■自分がいる場（職場など）に良い影響をもたらす
「自分がどういう振舞いをすると環境がよくなるか？」
「 周囲にどういう影響を与えているか？」
「よくすると決める！ やったことは返ってくる」

■リーダーシップはリーダーだけのものではない
メンバー全員がリーダーシップを発揮し得る！

■まず、今日１日、リーダーとしての振舞いを求めます！
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不適切ケアとは

× ○
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例えば、不適切な言葉遣い、と言われたら……
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説明

見学

本人

実施

先輩

確認 適切な言葉遣い　・　理由

1 □ □ □ ○○お願いしてもよろしいですか

2 □ □ □ しばらくお待ち頂けますか

3 □ □ □ すっきりされましたね

4 □ □ □
少しお待ち頂いてよろしいですか？すぐにお伺いし
ますね、～なので○分までお待ち頂けますか？

5 □ □ □
どうされましたか？、お手伝いしますのでしばらくお待
ち頂けますか？

6 □ □ □ どちらへ行かれますか？

7 □ □ □ 気持ち悪かったですね、お着替えしましょうか

8 □ □ □ ○○したかったんですね

9 □ □ □ ー

10 □ □ □ ー

11 □ □ □
今、トイレから出たところですが、尿意がありますか？
お腹の調子悪いですか？

12 □ □ □ ゆっくりどうぞ

13 □ □ □
脱水になるといけませんので、こまめに飲んで下さい
ね

14 □ □ □
こちらで拾いますから、大丈夫ですよ。ありがとうござ
います。

15 □ □ □ お口を開けて頂けますか？

不適切な言葉遣い

○○やって！、○○やってください

じっとしててください

（排便）いっぱい出たね、わーすごい！

ちょっと待ってて

（勝手に）立ったらだめ

（床に落ちたものを食べようと）汚いから食べない
で

あーんして下さい

危ないから立たないでください

パンツ汚しちゃって・・・

なんでこんなことするの！？

ちゃんと立って！重いでしょ！

私早く帰りたいから、ちゃんと食べて！

また（トイレに）行くの！？　本当に出るの？

早くしてください

水分とらないと死んじゃうよ

不適切な言葉遣い
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介護という仕事
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事例① あだ名、タメ口
介護士Aが、利用者Bさんをあだ名で呼んだりタメ口で話している。介護

士Aは悪気はないようで、利用者Bさんとの信頼関係があるからいいんじゃ
ないですか、と言っている。
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■介護保険法（第1条：目的 より）

加齢に伴って生ずる心身の変化に起因する疾病等により要介護状態となり
入浴、排せつ、食事等の介護、機能訓練並びに
看護及び療養上の管理その他の医療を要する者等について、
これらの者が尊厳を保持し、
その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、
必要な保健医療サービス及び福祉サービスに係る給付を行うため
（中略）
国⺠の保健医療の向上及び福祉の増進を図ることを目的とする。

介護保険法より
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尊厳の意味
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身体拘束とは何か
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イスからのずり落ちについて

☑何が原因でずり落ちるのか？
例）身体に痛みがある
車イス（イス）が合っていない
トイレに行きたくて、もぞもぞしてずり落ち

オムツの中に排便していて不快

姿勢が保持できない（麻痺、筋力低下、拘縮、廃用等）

一日中座ったきり

暇、退屈

眠たい（覚醒していない）

体調不良

自分で座り直せない
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社会人としての接遇・マナー

■接遇とは？

１．挨拶
２．言葉遣い
３．身なり
４．表情・態度
（電話）

■接遇の目的

・相手に心地よく感じてもらうこと

・相手を不快にさせないこと

ただし、「相手」は人それぞれであることを理解する！

社会人としての接遇・マナー
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介護という仕事

■介護の仕事は、「人を相手として、人の手によって行われる」
対人サービスです。

■そのため、職員個々の資質や能力が、そのままサービスの質に
結びつきます。

■介護職員は、介護従事者として、守るべき倫理的価値と、
取るべき行動とは何かを考え、自らを律する必要があります。

■利用者の尊厳の保持、自立支援、個別性を基本とした良質で
適切なサービスを提供するために、介護職員として、基本的な
知識・技術・価値観を身につけましょう。

「クイズで分かる 介護職員 しごとの心得」第一法規出版 より

介護という仕事
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仕事とは？
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学生と社会人の違い
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Npo法人日本介護医療マネージメント研究所 外川聖仁氏の資料を参考に作成

面談・対話の重要性
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Q&A
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■最近の虐待事案が報道される機会が増えているが、報道のたびに職員に伝える必要
があるか？
→日常を振り返る機会になるとは思うので、有効かと考えます
→また、何かイラっとすることはない？など、意見交換の機会にもなるとさらによい
と思いました。
→「ないです」という答えも多そうですが、「少しくらいあるでしょ？」などと聞く
と出てくることが多いようです。そこで「そうですよね、分かります」と言って共感
を示せると、ホッとできるのではないかと思います。

■コロナで老健も閉鎖的な環境が何年か続いたが、コロナからのオープンにあたって
解放していくにあたり、職員教育は何から始めればよいか？接遇？身だしなみ？コ
ミュニケーション？
→何が必要だと思う？と職員さんに問いかけても面白いかと思いました
→また、家族の立場だったらどう思う？というのもいいですね
→私は「●●の●●」も大事かな、と考えています
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Q&A
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■感覚の麻痺。介護現場の常識が世間の非常識になってしまっている、という言葉に
本当にドキッとしました。
→ドキッとするかどうかが、成⻑の分かれ道、ですね。
→ヒヤリハットも同様です。

■資料がとても分かりやすいため、この資料をもとに現場にも教えていければと思い
ました。
→ぜひ、ご活用ください！人に教えるのが一番勉強になります！インプット即アウト
プット、です。また分からなくなったらご質問下さい。

■思いついたことを書き出すことで、自分の考えや意見がまとまったり理解できたり
すること、他者の意見を聞くことで人との違いがあることを学ぶことができた
→本当にそのとおりです！これができると「対話」ができるようになります。
→①相手の話を聞く、②自分の意見は？と考える

③共通点や違いを考える、④それを伝える、です。
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Q&A
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■言いにくいこと（人）をスタッフに注意し、直してもらうには、どうしたらよい？
→今日のテーマにも関連しますが、①基準があって周知されていること、②それを基
に注意、指導すること、③相手の言い分も聞くこと、でしょうか？
→皆さんなら、どう注意されたら納得できますか？逆にどう注意されると反発したく
なりますか？

■レクリエーション時の不適切ケアには何がありますか？具体的に知りたい
→関心を持って頂きありがとうございます。麻痺等の障害を考慮しないレクリエー
ション、レクリエーションから去ろうとする利用者を連れ戻す、レクリエーションに
参加しない利用者を悪者扱いする、などが挙がりました

■利用者様よりあだ名をつけられた職員が不快に思っている。制服の名前の刺繍がな
くなったのも原因か。利用者様には何度も名前を説明しているが、職員も大勢いるた
め名前が覚えられない。どうやったら名前で呼んでもらえるか？
→あだ名の内容にもよるかもしれません。名札はないでしょうか？
→職員同士なら注意もしやすいところですが、これはなかなか難しいですね・・・
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Q&A
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■新人への身だしなみの注意を知りたい。髪の毛の色（金色、グリーン）利用者さん
から特に不快の声がありません。かえってその色いいネと言われます。法人としては
NGです。
→新人に限らない話かとは思いますが、不快の声がないからといって不快に思ってい
る人がいない、とは限らないように思います。また、いいネと言う方がいるのはその
とおりだと思うのですが、不快に思う人がいたらやめた方がよいかな、と考えます
→そのラインは法人で決めるものと考えます

■老健で多職種連携を上手くやっていくには、どの職種、ポジションがキーマンにな
ると思いますか？組織図、規模によって異なるとは思いますが・・・
→これは上級編のご質問ですね・・・！
→一つは職種を越えた「⻑」の存在。老健は「施設⻑＝医師」のため、別にマネジメ
ントをする人が必要な場合が多いです
→もう一つはケアマネジャーも重要かな、と考えています。目標、役割分担、協力、
です。
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本日の内容

■意見交換（１で１周、２で１周）

１．自己紹介（お名前、所属、職種、立場）

２．ここまでのお話を聞いて、意見交換
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内容本日の内容

■業務の標準化・リスクマネジメント
個別ケアの推進と職員教育の具体策

・前回の復習・Q&A
・業務の標準化について
・個別ケアについて
・職員育成・成⻑の具体策
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■「ルール」
・法令、理念、行動指針、計画、基準、マニュアル、決め事、など
・1人1人それぞれ異なる考え方、基準がある

→放っておくと、自己流の仕事をする人ばかりになる（何でもあり？）
→業務内容のみならず、人間関係にも支障が出る
→育成や指導もより難しいものになる、当然評価も難しくなる
→ルールは上司が育成・指導・評価を行う時のよりどころとなる

・あったとしても曖昧であったり守られてないと（守らせていないと）NG

■「コミュニケーション」
・普段（対面、電話、メール、チャットなど）
・日々の朝礼、申し送り、連絡ノート
・会議（法人、拠点、部署、役職者、職種、委員会、小集団活動）
・面談
・研修の中のＧＷ

ルールとコミュニケーション

32
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内容ルールの重要性
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社会人基礎力編
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■接遇・マナー（挨拶、言葉遣い、身なり、表情・態度、電話）

■勤務態度（ルールを守り、秩序ある行動をとる）
例：無断欠勤しない、欠勤する時には始業前に上司に電話連絡（メール不可）

欠勤後の出勤時には上司や同僚に休みをもらったことについて挨拶をしている
決めごとを守っている

■責任感（自分の仕事をやり抜く、自らをマネジメントする）
例：体調の管理を行っている／ミスや失敗をした時、他人のせいにしない／

出勤していなかったから知りませんとは言わない／
何か尋ねられて分からない時には、分かる人につなぐ

■協調性（積極的に協力しあう）
例：良好な人間関係を築こうとしている／周囲に関心を持っている
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社会人基礎力編
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■向上心（意識を高くもち、アドバイスを受け、知識・技術を向上させる）
例：今の自分を最善と思わない／苦手、未経験分野にも積極的

■行動力（正確な業務の遂行とともに、自発的・効率的に行動する）
例：決められた手順どおりに業務を行う

■思考力（計画的、問題意識、論理的、問題発見と対処）
例：毎朝か前日に何をやるか確認している／会議等で対策・アイデアを提案している

■コミュニケーション
（情報の正確な把握、報連相、他者への配慮、関係性を壊さずに主張を伝える）
例：人の話は最後まで聴く／自分の理解が間違っていないか内容を確認している／

一つの業務が終わるごとに報告している／相手の困りごとに気付くことができる
相手の立場に立った思考ができる

■個人情報 ■苦情対応 ■新人職員に最初に守ってほしいこと
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マニュアルに対するネガティブ意見

44

・堅い
・あるだけで見ない、ほこりをかぶっている
・実際の業務とは異なる内容
・マニュアル人間を作り出す

→言われたとおりしかできない、融通がきかない
・単純作業には向いていても、対人援助には向いていない
・作るのも読むのも面倒くさい、時間がない
・文書化が苦手
・どこまで作ったらよいのか終わりが見えない
・作って、力尽きてしまう……
・マニュアルを見ても、どう行動してよいか分からない
・多すぎて必要な時に探せない
・マニュアル通りに行動することで、良い結果を生まない
・内容が理想的に過ぎる
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文書化しないことで起きる不都合
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マニュアルの意義

46

■制作段階 〜スタッフへのヒアリング〜
・悩みを聞く機会となる
・工夫や知恵を吸い上げることができ、人に隠れていた技を顕在化することができる
・業務のムダ・ムリ・ムラを発見することができる
■活用段階 〜作りっぱなしにしない！〜
・既存スタッフの基礎を固めることができる（方針や基本的事項を全職員で共有）
・ミスを少なくすることができる
・引継ぎや教育が効率的になり、均質化する
・新人を早期に戦力化することができる
・新人が自主的に学ぶことができる
・不満や愚痴が、提案に変わっていき、改善思考が身につく
・定期的な改訂を行うことで、業務の見直しができる
・いざという時に参照することができる（安心感につながる、施設を守るもの）
・共通の考え方を持つもの同士が協力することで生産性が上がる、関係の質も高まる
・情報共有、自分が知らないこと体験していないことを知ることで生産性上がる
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マニュアルに入れたい要素
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・リスクマネジメント（介護事故防止）
・自立支援（リハビリ的視点）
・健康管理（看護的視点）
・福祉用具の活用
・虐待、不適切ケア防止
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内容ケア以外の業務マニュアル
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・勤怠
・清掃
・備品の管理等
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仕事とは？
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識学からの学び①（榊原編）

50

 誰しも「思考の癖（考え方の習慣）」がある
上司のいう事を聞くのは当たり前／上司とだって対等に意見交換するべき
目標が明確だとやる気が出る／目標なんて言われるとプレッシャーだ
毎日同じことをするのは飽きる／毎日同じことなら安心だ
頑張って成果を出して評価される／評価されﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝが上がったから頑張る
（榊原）ズレを生むため、共通の考え方やルールが必要

ズレがないか丁寧に確認しながらコミュニケーション（ロス？）
 あいまいな表現だと、思考の癖、知識・経験によって捉え方が異なる

例：なるべく早く、〇〇向上、〇〇強化
 同一コミュニティ、同一ルール

ルールがない、あってもあいまい、取り締まれていない
価値観＝マイルールでは仕事は成り立たない
守らない→取り締まる→直らない→取り締まりをやめてしまう
→許容された（錯覚）→選択可能だ！（錯覚）→指示を聞かない
→同格意識→部下が上司を評価するようになる……
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内容マニュアル（チェックリスト）の活用法
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※マニュアル（チェックリスト）とは、食事や入浴等のケアにおいて、標準
的なものを定めたものであり、利用者1人1人の事情は別に必要となる
■新人研修でテキストとして使う、OJTで使う
■職員研修でテキストとして使う
■会議等で、基本の振り返りをする時に使う
■朝礼等で日々確認する（月曜日は〇〇、火曜日は〇〇など、小分けにして
実施している法人があります）
■職員や事業所の目標設定に使う（リストから選んで目標設定する、毎月の
目標を設定して個人面談で使用している法人もあります）
■人事考課の基準として使う（上記目標設定とリンクして使っている法人が
あります）
■最低でも1年に1度、内容の見直しを行う（ケアの工夫、医療職の視点、事
故防止、虐待防止の内容を盛り込む）
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内容本日の内容

■業務の標準化・リスクマネジメント
個別ケアの推進と職員教育の具体策

・前回の復習・Q&A
・業務の標準化について
・個別ケアについて
・職員育成・成⻑の具体策
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個別状況表／１枚で分かるもの
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個別状況表／１枚で分かるもの
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個別状況表／１枚で分かるもの
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個別状況表と利用者一覧（案）
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職位･職種ごとの役割について（例）
職種 職務

介護職員 １．介護に関すること
２．常に利用者の一番近くにいる存在になる
→異変の発見、できること、得意なこと、好きなこと、できそうなこと

できないことなどの発見、利用者の代弁
３．心身ともに元気になってもらうための取り組み
４．いつも側にいてほしい、側にいると安心と思われる人になる
５．看護職等の医療職との連携
（以下、利用者担当介護職の職務）
・一番親身であり一番情報を持っていて、他の職員に担当利用者のことを伝える
・衣類や物品の管理（季節にあった衣類が用意されているか？）、不足の確認
・衣類や靴が状態や足にあっているか確認
・家族に依頼する物などあれば、上司などを通じて家族へ依頼
・居室の管理（タンス・物品の整理整頓、その他普段の清掃で行き届かない点）
・ケアプランが実施されているか確認し、できていなければ呼びかける
・状態の変化を把握し、介護内容の見直しが必要なら、中心になって検討
・毎月、個別状況表の内容の訂正、追加など
・毎月のご家族へのおたより作成
・ケアプラン更新時のアセスメントについてサービス提供責任者に意見を伝える
・サービス担当者会議への参加、新規利用時の面談に同席
・利用者個別の要望への対応（外出、買い物、記念日の過ごし方等）
・毎月の個人記録のチェック 57
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個別状況表／１枚で分かるもの
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愛知県「介護のお仕事」より 「介護の魅力ネット・あいち」からも閲覧可能

介護職の仕事とは？

59
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生活歴・生活習慣の把握

60
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内容興味・関心チェックシート
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内容興味・関心チェックシート
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生活歴・生活習慣の把握と活用

63

アセスメントを行うものの、情報が現在に偏りがち…
➢以前の情報、要介護状態になる前の暮らしぶりにヒントが多い！
➢障害は治らなくても、以前の生活スタイルを取り戻したい（近づけたい）

☑リハビリの目標
☑BPSDの緩和
☑地域交流
☑インフォーマル資源の活用
☑ターミナルケア（人生の最終段階）
☑多職種で共有する共通目標の設定

➢生活歴・生活習慣の把握の方法
◎白紙を渡す ◎記載例も渡す ◎意義を伝える

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved. 64

地域との連携を考える
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生活歴・生活習慣の把握
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内容本日の内容

■業務の標準化・リスクマネジメント
個別ケアの推進と職員教育の具体策

・前回の復習・Q&A
・業務の標準化について
・個別ケアについて
・職員育成・成⻑の具体策
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定例面談のパターン
頑張ったこと
良かったこと

辛かったこと
しんどかったこと

学んだこと
サポート受けたこと
感謝していること

今月の目標（自身）の
振り返り

今月の目標（上司より）の
振り返り

困っていること
悩んでいること

その他
67
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内容理念の浸透／研修･コンサルティング

知らない

知って
いる

やって
みる

わかる

できる

している

知識の壁

体験の壁

気付き
の壁

能力の壁
行動の壁

習慣の壁

●研修や会議で
伝える

●存在を知って
いる

●ある程度中身
を知っている

●GWで意見交
換

●日頃気をつけ
ていることとつ
なげて発表でき
る
●会議で1項目ず
つ取り上げる
●1日の終わりに
振り返る

●ある程度、人
に説明ができる

●問われれば、
適切、不適切の
具体例を言うこ
とができる

●社内で理念の
話がたびたび出
るようになる

●事業所の会議
やカンファレン
ス等で、判断に
迷う時に使って
いる

●気を抜くとで
きなくなる

●1人1人が日々

の行動の指針に
している

●ケアプランを
作成する際に指
針にしている

●困難事例や判
断に迷う時のよ
りどころにして
いる

研修

コーチ

69

コンサルティング
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教え方（やりとりして伝える）

70

上司「前の会社では、来客対応はどうしていましたか？」
新人「事務所で、一番若い職員が対応していました」
上司「そうなんですね。うちの会社では手の空いている人、気付いた人が

積極的に対応するようにしています。」
新人「そうですか」

「しかし、雑用は若い職員の仕事だと思うのですが…」
上司「もちろん、仕事を覚えてもらうという意味で、来客対応などの仕事

は新人の仕事ではあります。ですが、うちの会社では助け合うとい
う精神を大切にしているので、このやり方でお願いします。」

新人「はい、分かりました」

※一方的な説明は、特に経験がある人には避けるべき
※相手の経験や自分なりの考え方も尊重しつつ教えるには、

やりとりしながら、相手の考えを聞くことも重要
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事業所内における目標の共有
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・事業所内で掲示
して、共有

・朝礼等で毎日確
認してもらう。
自分の目標だけ
でなく、他の職
員の目標も見て
もらう

・上司部下間だけ
の目標にしない
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職員の個性の把握
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職員の個性の把握
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人を大切にするということは、
その人が大切にしているものを大切にすること

利用者を大切に、職員を大切に
そして、自分自身も大切に・・・

最後に・・・

74
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内容本日の内容

■業務の標準化・リスクマネジメント
個別ケアの推進と職員教育の具体策

・前回の復習・Q&A
・業務の標準化について
・個別ケアについて
・職員育成・成⻑の具体策
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内容本日の内容
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チーム力アップと業務改善（全4回）

第１回 7月19日（水）
チームワーク強化と接遇・マナー向上、不適切ケア防止の具体策
●チームワーク強化とは
●虐待とは何か／●不適切ケアとは何か／●尊厳とは何か
●利用者からの暴力について／●身体拘束防止の考え方と具体策
●接遇・マナーについて

第２回 8月24日（木）
業務の標準化・リスクマネジメント
個別ケアの推進と職員教育の具体策
●前回の復習・Q&A／●業務の標準化について
●個別ケアについて／●職員育成・成⻑の具体策
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チーム力アップと業務改善（全4回）

第３回 9月15日（金）
チームケアと多職種連携、家族・地域連携の具体策
●前回の復習・Q&A／●チームケア・会議・コミュニケーション
●多職種連携、役割分担／●家族・地域との連携

第４回 10月18日（水）
ケアの見直しと業務改善、職員のモチベーションアップの具体策
●前回の復習・Q&A／●老健におけるケアのあり方と業務改善
●職員のモチベーションアップの具体策
●継続的な学習の重要性とその効果

78
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継続的な学習の重要性！
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■成⻑のために
・ギャップを埋める＆強みを活かす
・時間とエネルギーをかけた分だけ成⻑する
・よい情報を浴び続ける、そういう環境に身を置く
・成⻑は螺旋階段、その時々で受け取るものも違う
・ミラーニューロン効果（思考･行動に影響､時間差で効果！）､感度が高まる
・知れば知るほど分からないことが増える、知りたいことが増える
・学びが理想をつくり、理想が学びを生む
■メンテナンスのために
・いつも良い状態を保てるとは限らない……。
・定期的に軌道修正させてくれる、人・環境の存在が必要
■自分自身、そしてチームワーク
・シャンパンタワー：自分が満ち足りて、人を満たすことができる
・研修はチームで参加､普段は話さないことも話す､施設を越えた連携
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継続的な学習の機会を持つために
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動画
オンライン
研修

対面
研修

影響力・インパクト

回数・頻度

習慣化 ＝ インパクト × 回数
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研修・動画の内容
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 経営者・経営幹部向けセミナー（20時間相当＋α）
 管理職向けセミナー（20時間相当＋α）
 ケアマネジャー向けセミナー（10時間相当＋α）
 全職員向け法定研修シリーズ（10時間相当＋α）
 新人職員向けセミナー（10時間相当）
 ⾚本・⻘本・緑本通読セミナー（20時間相当＋α）
 1日集中講座シリーズ！（30時間相当）

（稼働率、人材確保、管理職養成、実地指導、ケアマネジメント等）
 令和3年度介護報酬改定セミナー（10時間相当）
 リーダー、相談援助職のための説明力向上講座（5時間相当）
 最新情報＆トピックス「マンスリー・ジャーナル」（20時間相当）
 工藤ゆみさんのコミュニケーション力向上講座（20時間相当）
 進絵美さんの面談スキル向上講座（5時間相当）
 吉村ＮＳの看護セミナー（5時間相当）
 ケアマネジャー受験対策セミナー（15時間相当）
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内容介護現場をよくするライブラリー

82



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

Facebookライブ！／YouTube動画
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内容利用者・職員から選ばれる！

介護サービス 経営の教科書
∼⼈を大切にする経営「10」の極意∼
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皆さんにお願いしたいこと
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①21日より
事前登録

②26日17時
無料ＤＬ

③講演会
申込
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チーム力アップと業務改善
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